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～じぶんのまちを良くするしくみ～

第68回赤い羽根共同募金運動実施中

栃木県社会福祉協議会会長表彰・栃木県共同募金会会長表彰 受賞者のご紹介
第20回栃木県民福祉のつどいが平成26年８月28日(木) 宇都宮文化会館で開催されました。市内の福祉功労者として受彰された
方々をご紹介します。（順不同：敬称略）

民生委員・児童委員功労者（２名）
新井　宣子　　片柳　元
社会福祉施設・団体関係功労者（７名）
木村　啓子　　小貫ゆう子　　及川　克子
池田サキ子　　槙沢　春代　　名渕　彩子
新島美由紀

共同募金功労者（６名）
海老沼孝治　　五月女英雄　　槗本　守行
野口　勝啓　　平山　英夫　　柿崎　全良

栃 木 県
社会福祉
協 議 会
会長表彰

栃 木 県
共同募金会
会 長 表 彰

　10月１日から、第68回赤い羽根共同募金運動がスタートしました。10月４日（土）には小山・間々田駅周辺

や道の駅思川、市内各店舗において、共同募金をＰＲするための街頭募金活動が行われ、募金運動を盛り上げま

した。当日は、通行中の方々が足を止め、募金に協力してくださいました。

　共同募金運動は、街頭募金以外にも、戸別募金、法人募金、学校募金、

職域募金（企業や団体に所属する個人を対象とする募金）、バッ

ジ募金などがあります。

　市民の皆様並びに市内の事業所様には、

募金へのご協力をよろしくお願い

いたします。

共同募金は、地域ごとに募金の使い道や集める

金額を決めて実施するため、「計画募金」とも呼ばれて

います。市民の皆様に役立てるよう大切に配分され、小山市

の福祉事業を中心に、栃木県内全域の福祉活動を支えています。
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〜小山市制60周年記念〜

福祉基金チャリティー芸能大会が
開催されました

　平成26年９月14日(日)、小山市立文化セン
ター大ホールにおいて、第38回福祉基金チャリ
ティー芸能大会が開催されました。105組177
名の出場者は、演目に合わせた素晴らしい衣装
に身を包んで歌・踊り・演奏を披露し、観覧の
皆さまの大きな拍手を受けていました。
　大ホール入口には、市内７カ所の福祉施設が
出店し、パンや手芸品などの販売ブースが設け
られ、終日賑わっていました。
　大会の終盤には、豪華商品が30本も当たる大
抽選会が行われ、会場は大いに盛り上がりまし
た。
　このチャリティー芸能大会は、福祉基金造成
のために毎年開催され、出場者の参加費・会場
入口の募金箱の収入から、必要経費を差し引い
た純益金が、『どんぐり基金』に寄付されます。

これらの活動は、皆さま方からいただいた社資を財源として、沢山のボランティアに支えられています。
日赤小山市地区では、広報活動、社資募集、青少年赤十字活動の支援、救急法・健康生活支援講習の開催支援、

赤十字奉仕団の支援、国内外の災害義援金・救援金の募集を行います。義援金・救援金の募集内容は、日赤栃木県
支部や社協ホームページからご覧下さい。

問合せ：日本赤十字社栃木県支部小山市地区（小山市社会福祉協議会内） TEL 22－9501

日赤関係事務の窓口が市福祉課から
社会福祉協議会に変わりました

◆日本赤十字社の主な活動
国際活動

国際救援の派遣
救援物資の配布

災害救護活動
救護班を被災地へ派遣し

医療救護

青少年赤十字
学校を通じて人間性豊かな
児童生徒の育成　　　　　

救急法・健康生活支援
講習等の講習　　　　

各地で開催

医療事業
全国で９２の病院を運営

看護師等養成
国内外で活躍出来る
看護師等を養成　　

血液事業
400mL献血や成分献血

赤十字奉仕団
人道的活動を身近な
社会活動の中で推進

社会福祉事業
福祉施設（全国28カ所）を運営
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あなたのまごころありがとう!!
※9月30日現在

※累計額と現在額の差額は還元事業に使われています

どんぐり基金寄付者

（平成26年８月１日～平成26年９月30日）
（敬称略）

どんぐり基金の累計額は

どんぐり基金の現在額は
410,336,767
373,198,301
410,336,767
373,198,301
410,336,767円
373,198,301円
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　私は２歳の時、高熱で聴覚障がい者になりました。
日常では、手話と口話（相手の口元の動きを読み取っ
て話すこと）でコミュニケーションをしています。過
去に於いて、私はてっきり、ろう者でも聴者でも会
話が通じると思っていました。しかし、実際はそう
ではありませんでした。私の勘違いでした。
　私達ろう者は、色々な言葉や、真新しい言葉、読み
方等を耳で聞き取ることが出来ません。それに、後
ろから声を掛けられても気付かず、正面で話しても
相手の口元を読み取れない事もあります。
　また、ろう者は身振り手振り、喜怒哀楽や驚きを表
情で伝えるなど、感情表現はとても豊かですが、相

手から発信された情報の受け止め方の相違や、うま
く口元が読み取れなかった時の受け止め方に於いて、
誤解が生じる事もあります。
　例をあげたいと思います。
　「たまご・たばこ・なまこ」、「本当・今度・歩道」、

「ビール・水・ミス」、などで、口の動きが似ていま
す。その為、出来ればやり取りをしながら確認し合っ
ていった方が良いと思います。誤解をしたままでは、
お互いが気まずくなると思います。
　このような、日常のちょっとしたことをご理解頂
けるよう、残りの回でもお話ししていきたいと思い
ます。宜しくお願いします。

……………………… 小山市聴覚障害者協会 丸田久枝

『ろう者の世界・聴者の世界』
（お互いの言葉のズレと誤解）

市内在住の障がい者が綴るシリーズエッセイ
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　「小山市介護家族の会」は、昭和63年１月に栃木県内で初めて誕生した、家族を介護する皆さんの会です。
　現在ご家族を介護されている方、介護の経験をお持ちの方など、100名余りの会員が在籍し、介護の不安や悩
み、介護していた当時の思い出を語り合いながら、会員同士の交流を図っています。
　今号では、介護の日にちなんで、永年にわたり、家族を介護する皆さんの心をつなぐ活動を続けている「小山
市介護家族の会」についてご紹介します。

小山地区精神保健福祉会 「小山地区やしお会」 について ９月の家族の集いの際に交流を行った
「やしお会」についてご紹介します

　「やしお会」は、精神障がい者の家族会で、栃木県では全国に先駆けて結成され、昨年で発足50周
年を迎えました。精神障がいのある本人と家族が安心して暮らせる社会づくりのために、小山地区で
は、県南健康福祉センターの支援・協力のもと、勉強会や交流会を開催しています。お気軽にお問い
合せください。

問合せ／TEL：0280－57－2673（NPO法人みらい内） 小山地区 木村会長

活動①「家族の集い」の開催

活動③「もしもし電話」の開設

世話人より

活動②「会報」の発行

11月11日は「介護の日」…いい日、いい日、毎日、あったか介護ありがとう

小山市介護家族の会 活動紹介
～ひとりで悩まず手をつなごう～

　同じ立場の人や介護を経験した人と、お茶を飲み
ながらゆっくりお話しすると、心がなごみ、「自分
だけではない」と勇気づけられます。「また来たい」
と思う…そんな集いを隔月で開催しています。

【参加者の声】
●介護は本当に大変で、ついイライラしてしまいま

すが、話を聴いてもらえることでストレス解消に
なります。こういう場を設けていただいて感謝し
ています。

●親が認知症であることを受入れられませんでした
が、同じ立場の人と話すことで、少しずつ受入れ
られるようになればと思います。

　９月４日(木)に開かれた家族の集いの様子。この日は、精神障がい者の
家族会「やしお会」との交流会が開かれていました。

　介護の悩みや体験を綴った会報を隔月で発行し、
会員に送っています。中々家庭を空けられない会員
のために、会報を通じて交流し、互いに支え合うこと
を活動の中心としています。会報を読むことで、「離
れていても一人ではない」と感じてもらえるような
温かい会報づくりを続けています。

　会報第159号発行のために集まった会員の皆さん。
刷り終わったばかりの会報を手に。（10月２日（木） 市保健福祉センター）

　世話人２人の自宅電話を常時開放して、会員から
の電話相談に応じています。急な相談ごとを、いつ
でも話せる窓口があることは、会員の心強い支えと
なっています。 神山美智子 代表世話人

　発足以来、会報の発行を活動の柱に、隔月で集いを
開催するなど、皆さんからの声に勇気づけられ、コ
ツコツと活動を続けています。
　現在介護中の方、介護を終えて他の人とお話しし

たい方など、会員になりません
か？お待ちしております。

同会に関するお問い合せは
社会福祉協議会
☎22－9501
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第9回 高齢者生きがい講座・サークル「合同作品展示会」開催
　社会福祉協議会では高齢者のための、生きがい講座及びサークル
活動を開講・支援しています。みなさまお誘い合わせの上、受講生
及びサークル員の力作の数々をご鑑賞下さい。
開催日時：平成27年１月30日（金）～２月１日（日）
　　　　　午前９時30分～午後４時30分（最終日は午後４時終了）
会　　場：道の駅思川　評定館
問 合 せ：社会福祉協議会　☎22－9501

◆日時：12月23日（火）祝日　午前９時半～午後１時
◆場所：市保健福祉センター３階　栄養指導室
◆定員：30名（応募多数の場合は抽選）
◆費用：無料

◆日時：平成27年1月6日（火） 午前8時半～午後4時（予定）
◆行先：大洗水族館方面
◆定員：17名（応募多数の場合は抽選）
◆費用：無料（但し現地での昼食は自己負担）

　市内在住のひとり親家庭の親子を対象としたイベントを
開催します。

２つの事業ともに
対　　象：市内在住のひとり親家庭の方
　　　　　（お子さんは４歳以上、中学生まで）
申込期間：11月25日（火）～ 12月５日（金）（土・日・祝を除く）
申込・問合せ：社会福祉協議会　TEL 22－9501

親子ふれあいケーキ作り

新春親子ふれあいバスツアー

歳末たすけあい募金
ひとり親家庭支援事業

www.akaihane.or.jp 募金の使いみちはホームページでご覧いただけます

　今年も11月15日より歳末たすけあい募金運動が始まり
ます。
　皆様からお預かりした募金は、１人でも多くの方が「あ
かるいお正月」を迎えられるよう、配分計画に基づき役立
てていきます。
　皆様のご協力をお願いします。

歳末たすけあい募金運動
“みんなでささえあう あったかい地域づくり”

平成26年度 小山市募金計画・配分計画
◦実施期間　11/15～12/31
◦目 標 額　10,500,000円
◦内　　訳
　戸　　別　　募　　金　7,200,000円

（１世帯目安額200円）
　民生・児童委員扱篤志募金　3,000,000円
　そ の 他 の 募 金　   300,000円
◦要支援世帯への見舞金　9,230,000円
◦認可外保育施設補助　   920,000円
◦ひとり親家庭支援事業　   100,000円
◦そ　　　の　　　他　   250,000円

募金計画

配分計画

〔
広
告
〕

社会福祉法人

ISO9001認証取得施設

きぬの里きぬの里きぬの里くすの木会

〒323‐0154　栃木県小山市大字高椅132番地1

☎（0285）49‐3636　　0285‐49‐3633
　　　　　　　http://www4.ocn.ne.jp/̃kunusato
　　　　　　　kinu-08@beach.ocn.ne.jp

FAX
ホームページアドレス
Ｅメールアドレス

くすの木会がお届けできるサービス
施設サービス
在宅サービス
地域密着型サービス
委 託 事 業

▶特別養護老人ホーム
▶ショートステイ・居宅介護支援・デイサービス（大規模型）・デイサービス（小規模型）・ホームヘルプサービス
▶グループホーム
▶地域包括支援センター桑絹

▲グループホーム誕生会
　（ご家族・入居者・職員とともに）
　喫茶かれんを貸し切っての誕生会
　でした

▲ぶどう狩りを楽しむ皆さん

きぬの里の前を流れる▶
田川の堤に彼岸花と
コスモスが最高…

社会福祉法人　厚 生 会 穂の香苑穂の香苑穂の香苑
穂の香苑の提供可能なサービス

栃木県小山市大字間々田1442 TEL（0285）45‐1156

◆施設サービス◆
　特別養護老人ホーム
◆在宅サービス◆
　デイサービス
　ショートステイ
　ホームヘルプサービス
　居宅介護支援
　地域包括支援センター ままだ葡萄狩りにいきました

診療科目　一般・小児・矯正

寝たきりの方 往診車で訪問診療いたします。

【診療時間】　午前 9：00～1：00 ／午後 3：00～7：00
【休 診 日】　日曜、祭日

小山市駅南町3丁目26番18号

☎0285（27）8148
ハ イ シ ャ
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心 配 ご と 相 談 場所／市役所神鳥谷庁舎　心配ごと相談室
申込／社会福祉協議会　☎22－9501

◇弁護士相談　要予約
　第２・４火曜日　　　10時～12時
◇一 般 相 談
　第１・３・５火曜日　10時～15時
　第２・４火曜日　　　13時～15時
◇電 話 相 談
　第１・３・５火曜日　10時～15時
　☎相談専用　22−9509

◆出張相談（一般相談）
　◦間々田市民交流センター「しらさぎ館」
　　平成26年12月  2日（火）　10時～12時
　　平成27年  2月  3日（火）　　　〃
　◦桑公民館
　　平成26年11月25日（火）　10時～12時
　　平成27年  1月27日（火）　　　〃
　　平成27年  3月24日（火）　　　〃

問合せ　社会福祉協議会（☎22－9501）

おもちゃ図書館のお知らせ～やりがいのある仕事です～

登録ホームヘルパー募集！！
訪問介護事業を行う登録ヘルパーを次の条件で募集します。
●業務　利用者の身体介護、家事支援などの介護サービス
●資格　介護福祉士またはホームヘルパー研修２級以上の資

格を持つ経験者
申込・問合せ 社会福祉協議会 ☎（22）9503

申込・問合せ／社会福祉協議会（☎22－9501 ＦＡＸ22－2940）

抹 茶 の 頂 き 方
『おやまお助け隊』による市民リフレッシュ講座

●日時／平成27年３月１日（日） 午後１時半～３時半
●場所／生涯学習センター（ロブレ６階）和室
●内容／抹茶の頂き方と作法について　
●定員／１５人（先着順）　　　　●費用／無料

おいしいお菓子と抹茶をいただきながら作法が学べます。
お気軽にご参加ください。

●日時／平成27年２月４日（水） 午後１時30分～３時
●場所／中央公民館　第１研修室　
●講師／司法書士　江連伸明 先生
●参加／先着80名　　参加無料

問合せ　社会福祉協議会（☎22－9501）

～認知症や障がいがあっても、
安心して暮らすために必要なこと～

よくわかる
成年後見講座 を開催します

●開催／毎月第１土曜日
　　　　（祝日の場合は休館となります）
　　　　午前10時～午後３時
●場所／市保健福祉センター１階
主に乳幼児（就学前のお子さん）を対象としたおもちゃを多く
用意しています。保護者同伴でお越しください。

たくさんのおもちゃと一緒にお待ちしています

〔
広
告
〕

〒323-0818 小山市大字塚崎463番地1
☎0285‐27‐1582㈹
FAX 0285‐27‐1583

〒323-0818 小山市大字塚崎463番地1
☎0285‐27‐1582㈹
FAX 0285‐27‐1583

社会福祉法人
丹 緑 会 栗林荘

りつ りん そう

特別養護
老人ホーム

在宅介護支援センター栗林荘 ☎0285-27-1554
介護で困っている事、分からない事、何でも相談してください

介護保険の申請も行います

在宅介護支援センター栗林荘 ☎0285-27-1554
介護で困っている事、分からない事、何でも相談してください

介護保険の申請も行います

お待ちして
おります。
お待ちして
おります。

温故知新 ～あなたという時代との出会い～

栗林荘納涼祭

 小山市最高齢108歳
 明治38年8月31日生
 岸ツキミ様
おめでとうございます。

社会福祉法人豊かな福祉の
実現を目指して

小山市大字出井1936  TEL（0285）25-2817  FAX（0285）35-1076
URL http://www.sensinkai.or.jp  E-mail honbu@sensinkai.or.jp

あなたのために 地域のために 様々なサービスを提供しています。

洗心会

サンフラワーワークセンター
（障害者就労継続支援A型事業所）

敷地内にクリニック、各種障害者事業所・各種老人福祉事業所・保育所併設。
福祉の事ならなんでも相談してください。

※今年度は養蜂事業へもチャレンジします！

【作業内容】
①農業部（野菜、花の
　生産・販売）
②清掃部（建物清掃や
　草刈り等）
③軽作業（お菓子・
　ティッシュの箱詰
　め等）

私たちと一緒に
　働きませんか？
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講演：女優 藤田 弓子さん「いくつになっても旬」
【主催：社会福祉協議会　☎22−9501】　＊手話通訳・要約筆記あり

小山市制60周年記念

◆日時　平成27年3月14日（土）
　　　　午後１時30分〜

◆場所　小山市立文化センター 小ホール

◆内容　第１部 式典・アトラクション
	 社協功労者表彰
	 どんぐり基金感謝状贈呈
	 ‘ふくし’の標語コンクール優秀作品表彰

	 高齢者生きがい講座太極拳発表

	 ボランティア養成講座オカリナ演奏

	 第２部 福祉講演会

ともに支えあい、みんなでつくる「福祉のまち小山」にむけて！

第1回 小山市社会福祉大会 開催
入場無料

テレビ・映画
舞台等で活躍中！

〔
広
告
〕

社会福祉法人
薫風会 富士見荘

ふ じ み そう

〒323‐0068　栃木県小山市大字下初田537番地2

TEL 0285‐33‐3223  FAX 0285‐33‐3177

は つ だ の さ と ふ じ み そ う

初田郷富士見荘
提供可能サービス ・小規模特別養護老人ホーム

・小規模多機能型居宅介護事業所

〒323‐0063　栃木県小山市大字上石塚15番地

TEL 0285‐38‐3232  FAX 0285‐38‐2138

・特別養護老人ホーム
・ショートステイ

・デイサービスセンター
・居宅介護支援事業所

提供可能サービス提供可能サービス
敬老会を仮装で行いました。 夕涼み会に（手作り）子供みこしが参加しました。

社会福祉法人

小山清風会

〒323－0806 小山市中久喜1273－1

☎（0285）23－1008
ＦＡＸ（０２８５）２３－１６９８

特別養護老人ホーム

しょうし苑しょうし苑しょうし苑

デイサービスセンター コスモス
ショートステイ、デイサービス（ラポール・エブリディ）
居宅介護事業、ホームヘルプサービス
ケアハウス（軽費老人ホーム）、小山市地域包括支援センター

関連
サー
ビス

羽川おはやし会の皆様
夏祭りが盛大に行なわれました。

小山市長の力強いもちつき
軽々ひとうす祝餅がつきあがりました


